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は
じ
め
に

土
地
の
開
墾
や
豪
雨
に
伴
う
土
砂
崩
れ
な
ど
で
予
想
し
て
い
な

い
モ
ノ
が
地
中
か
ら
出
現
す
る
こ
と
は
、
い
つ
の
世
も
奇
異
で
珍

奇
な
体
験
で
あ
り
、
そ
の
出
来
事
は
文
献
に
記
録
さ
れ
、
伝
説
と

し
て
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
。
特
に
、
近
代
に
な
っ
て
遺
跡
や
遺

物
が
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
お
い
て

は
、
古
墳
の
石
室
や
石
棺
の
出
現
や
不
可
思
議
な
石
器
類
の
発
見

が
多
く
の
文
献
に
記
録
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
伝
説
に
結
び
つ
い
て

伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
（
桜
井
二
〇
一
一
）。
ま
た
、
中
世
（
室
町

時
代
）
に
封
土
を
失
っ
た
古
墳
の
石
室
が
石
神
と
し
て
信
仰
の
対

象
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
興
味
深
い
事
例
も
存
在
す
る
（
尾
野
二
〇

〇
二
）。
こ
の
よ
う
に
過
去
の
人
々
に
と
っ
て
遺
跡
や
遺
物
の
発

見
や
開
口
し
た
古
墳
の
石
室
の
存
在
が
非
日
常
的
で
神
秘
的
な
体

験
を
引
き
起
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
過
去
の

遺
跡
や
遺
物
を
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を

知
る
手
が
か
り
と
な
り
、
当
時
の
人
々
の
心
性
に
つ
い
て
探
る
契

機
に
も
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
土
中
入
定
伝
説
を
伴
う
塚
や
遺
跡
が
周
囲
の

人
々
の
関
心
を
惹
く
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
事
例
は
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
扱
わ
れ
る
遺
跡
で

は
な
い
が
、
元
禄
時
代
に
土
中
入
定
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
伝
承
地

で
あ
り
、
文
化
年
間
に
入
定
し
た
石
室
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
事

例
で
あ
る
。
そ
の
発
見
の
経
緯
や
そ
れ
が
地
元
民
に
よ
っ
て
祀
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
周
辺
の
民
衆
の
信
仰
心
を
喚
起
し
て
参
拝
客
で

賑
わ
っ
た
と
い
う
状
況
は
実
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
本
遺
跡
に
関
す
る
様
々
な
記
述
や
遺
跡
の
現
況
に
つ
い
て
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
遺
跡
を
め
ぐ
る
騒
動
の
背
景
に
近
世
に

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

│
│
長
野
県
辰
野
町
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
│
│桜

井

準

也

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

一
七
一
（
一
七
一
）



お
け
る
「
村
お
こ
し
」
と
し
て
の
性
格
が
垣
間
見
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。

一

土
中
入
定
と
即
身
仏

土
中
入
定
は
わ
が
国
で
実
際
に
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
る
。
こ
こ

で
「
入
定
」
と
は
「
坐
禅
入
定
」
の
よ
う
に
坐
禅
に
よ
っ
て
精
神

を
統
一
し
て
修
行
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
本
来
は
釈

尊
の
「
四
禅
八
定
」
か
ら
出
た
字
句
で
あ
り
、「
四
禅
八
定
」
は

釈
迦
が
出
家
し
た
時
に
外
道
の
仙
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
修
行
法
で

あ
る
と
い
う
（
松
本
一
九
九
三
、
一
七
六
頁
）。
そ
し
て
、
中
国

に
伝
わ
っ
た
仏
教
は
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥
勒
が
下
生
す
る

と
い
う
弥
勒
信
仰
を
受
容
し
て
い
っ
た
が
、
弥
勒
の
下
生
を
入
定

し
て
待
つ
と
い
う
こ
と
か
ら
入
定
ミ
イ
ラ
（
即
身
仏
）
が
生
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
第
に
弥
勒
信
仰
を
離
れ
、

高
僧
は
入
定
し
て
即
身
仏
に
な
る
べ
き
も
の
と
い
う
考
え
方
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
当
初
即
身
仏
は
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
平
安
時
代
末
期
に
な
っ
て
盛
行
し
た
浄
土
信
仰

が
真
言
密
教
の
即
身
成
仏
の
思
想
と
合
体
し
て
真
言
浄
土
信
仰
が

出
現
し
、
即
身
成
仏
の
実
証
と
し
て
即
身
仏
が
作
ら
れ
て
礼
拝
さ

れ
た
（
松
本
一
九
九
三
、
二
一
三
頁
）。
そ
こ
で
木
食
行
な
ど
の

苦
行
の
の
ち
に
行
わ
れ
た
の
が
土
中
入
定
で
あ
っ
た
。
生
き
な
が

ら
木
棺
に
入
り
、
木
棺
を
土
中
の
石
室
に
お
ろ
し
て
も
ら
い
息
つ

き
竹
を
た
て
て
埋
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
の
中
で
鉦
を
た
た
い
て

読
経
し
な
が
ら
死
ん
で
ゆ
き
、
三
年
三
カ
月
後
に
掘
り
出
さ
れ
て

衣
を
着
せ
ら
れ
厨
子
に
安
置
さ
れ
、
即
身
仏
と
し
て
祀
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

わ
が
国
の
即
身
仏
は
、
古
く
は
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
に
入

定
し
た
と
さ
れ
る
弘
智
法
印
（
新
潟
県
長
岡
市
西
生
寺
）、
近
世

以
降
で
は
本
明
海
上
人
（
山
形
県
鶴
岡
市
本
明
寺
）、
宥
貞
法
印

（
福
島
県
浅
川
町
貫
秀
寺
）、
舜
義
上
人
（
茨
城
県
桜
川
市
妙
法

寺
）、
全
海
上
人
（
新
潟
県
鹿
瀬
町
観
音
寺
）、
心
宗
行
順
大
行
者

（
長
野
県
阿
南
町
）、
忠
海
上
人
（
山
形
県
酒
田
市
海
向
寺
）、
秀

快
上
人
（
新
潟
県
柏
崎
市
真
珠
院
）、
真
如
海
上
人
（
山
形
県
鶴

岡
市
大
日
坊
）、
妙
心
上
人
（
岐
阜
県
揖
斐
川
町
横
蔵
寺
）、
円
明

海
上
人
（
山
形
県
酒
田
市
海
向
寺
）、
鉄
門
海
上
人
（
山
形
県
鶴

岡
市
注
連
寺
）、
明
海
上
人
（
山
形
県
米
沢
市
個
人
蔵
）、
明
治
期

で
は
鉄
龍
海
上
人
（
山
形
県
鶴
岡
市
南
岳
寺
）、
仏
海
上
人
（
新

潟
県
村
上
市
観
音
寺
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
土
中
入
定
は
本

明
海
上
人
、
心
宗
行
順
大
行
者
、
忠
海
上
人
、
真
如
海
上
人
、
円

明
海
上
人
の
五
例
で
あ
り
、
そ
の
他
の
入
定
方
法
に
は
地
上
入
定
、

地
上
石
室
内
入
定
、
地
上
石
像
内
入
定
、
地
上
入
滅
後
埋
葬
が
あ

る
。

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
七
二
（
一
七
二
）



こ
れ
に
対
し
、
土
中
入
定
伝
説
は
、
青
森
県
上
北
郡
天
間
林
村

の
事
例
、
山
形
県
東
田
川
郡
立
川
町
狩
川
の
事
例
、
宮
城
県
仙
台

市
五
ツ
谷
の
事
例
、
千
葉
県
安
房
郡
江
見
町
波
太
の
事
例
、
東
京

都
目
黒
の
事
例
、
山
梨
健
北
巨
摩
郡
高
根
町
西
割
の
事
例
、
長
野

県
北
佐
久
郡
五
郎
兵
衛
新
田
村
上
原
の
事
例
、
兵
庫
県
神
崎
郡
神

崎
町
の
事
例
な
ど
全
国
各
地
に
分
布
し
、
そ
の
内
容
や
入
定
し
た

と
さ
れ
る
人
物
も
多
様
で
あ
る
（
内
藤
一
九
九
九
、
一
〇
八
〜
一

一
〇
頁
）。
な
お
、
後
述
す
る
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
の
あ
る
信
州

は
、
上
諏
訪
の
仏
法
寺
境
内
墓
地
、
下
諏
訪
の
権
殿
林
墓
地
、
上

吉
田
の
駒
ヶ
嶽
開
山
の
延
命
行
者
、
東
筑
摩
郡
山
形
村
小
坂
、
片

丘
村
南
内
田
、
南
安
曇
郡
有
明
村
嵩
下
、
高
家
村
真
間
部
、
西
穂

高
村
満
願
寺
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、
土
中
入
定
伝
説
が
多
い
地
域

と
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
伝
わ
る
行
人
が
入
定
し
た
と
さ
れ
る

行
人
塚
伝
説
に
つ
い
て
民
俗
学
的
に
検
討
し
た
今
井
善
一
郎
は
、

そ
の
特
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
今
井
一
九
五
一
、

一
五
二
〜
一
五
三
頁
）。

そ
の
多
く
は
入
定
前
に
何
等
か
の
希
望
（
諸
民
救
済
の
意

の
）
を
も
ち
、
入
定
後
は
又
之
に
応
ず
る
霊
験
を
発
す
る
例

の
多
い
事
を
注
意
す
可
き
事
と
思
ふ
。
勿
論
傳
説
で
あ
る
か

ら
実
際
の
効
果
は
衆
人
の
期
待
と
傳
承
的
心
意
に
よ
つ
て
発

生
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
く
待
ち
望
ま
れ
る
事
自
体

が
行
人
の
一
般
的
あ
り
方
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
る
。
従
つ
て

入
定
者
は
�
々
不
動
、
地
蔵
、
薬
師
等
の
仏
と
し
て
祟
敬
さ

れ
る
に
至
つ
て
ゐ
る
。
之
等
の
事
は
名
前
は
佛
教
の
も
の
で

あ
る
が
思
考
は
佛
教
的
と
は
云
へ
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

即
ち
入
定
者
は
そ
の
ま
ゝ
で
信
仰
の
当
体
、
対
象
と
な
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
東
日
本
で
実
施
さ
れ

た
土
中
入
定
は
、
諸
民
救
済
の
目
的
で
実
施
さ
れ
た
が
そ
れ
に
よ

っ
て
何
ら
か
の
霊
験
が
生
じ
た
と
さ
れ
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
入
定
者
は
そ
れ
自
体
が
信
仰
の
対
象
、

す
な
わ
ち
仏
や
御
神
体
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
行

人
塚
伝
説
（
土
中
入
定
伝
説
）
は
全
国
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
が
、

佐
野
文
哉
・
内
藤
正
敏
が
『
日
本
の
即
身
仏
』（
佐
野
・
内
藤
一

九
六
九
）
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
「
こ
れ
ら
の
入
定
伝
説
を
も

つ
塚
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
土
中
入
定
し
た
跡
ば
か
り
と
は
か
ぎ

ら
ず
、
中
に
は
単
な
る
塚
で
あ
っ
た
り
、
山
伏
の
修
業
壇
で
あ
っ

た
り
す
る
も
の
も
あ
り
、
行
人
や
山
伏
な
ど
に
よ
っ
て
、
の
ち
に

伝
説
が
付
会
さ
れ
た
も
の
も
か
な
り
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
土
中
入
定
の
事
実
が
な
い
の
に
も
関
わ
ら

ず
何
ら
か
理
由
で
後
の
世
に
土
中
入
定
伝
説
が
形
成
さ
れ
た
事
例

も
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

一
七
三
（
一
七
三
）



二

天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
に
関
す
る
記
述

（
一
）
町
村
史
の
記
述

長
野
県
辰
野
町
天
竜
界
に
所
在
す
る
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
（
第

１
図
）
は
、
埋
蔵
文
化
財
と
い
う
観
点
か
ら
は
遺
跡
と
認
定
さ
れ

て
い
な
い
が
（
1
）
、
か
つ
て
天
龍
海
喜
法
印
が
入
定
し
た
地
と
し
て
地

元
の
文
献
に
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
時

点
で
の
調
査
を
ま
と
め
た
『
長
野
縣
町
村
誌
《
中
南
信
篇
》』（
郷

土
出
版
社
㈱
一
九
八
五
）
の
朝
日
村
の
「
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
」

の
項
目
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

本
村
の
北
に
あ
り
。
伊
那
街
道
の
百
歩
の
外
、
一
の
大
樹
あ

り
。
樹
下
に
石
室
を
疊
み
、
元
禄
七
戌
年
享
年
四
十
八
歳
に

し
て
、
自
身
引
導
入
定
の
地
な
り
、
現
今
石
像
二
驅
を
安
置

す
。
數
十
年
前
に
至
る
ま
で
人
民
絡
繹
し
て
望
を
祈
る
に
、

頗
靈
顯
あ
り
と
傳
へ
り
。

こ
こ
で
は
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
が
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に

享
年
四
十
八
歳
で
天
龍
海
喜
法
印
が
入
定
し
た
地
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
石
像
（
地
蔵
）
が
二
基
あ
り
、
数
十
年
前
ま
で
参
拝
が

絶
え
ず
祈
る
と
霊
験
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
次
に
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
八
月
に
上
伊
那
郡
に

お
い
て
遺
跡
調
査
旅
行
（
鳥
居
一
九
二
五
）
を
実
施
し
た
考
古
学

者
の
鳥
居
龍
蔵
は
そ
の
報
告
書
で
あ
る
『
先
史
及
原
史
時
代
の
上

伊
那
』（
鳥
居
一
九
二
六
）
の
中
で
朝
日
村
の
古
墳
（
御
陵
塚
古

墳
・
御
社
宮
司
古
墳
）
に
つ
い
て
述
べ
た
際
、
そ
の
註
で
「
天
龍

海
と
呼
ば
れ
る
小
石
室
に
似
た
る
構
造
を
有
す
る
も
の
が
、
平
出

の
北
方
に
存
在
す
る
。
元
禄
年
間
に
構
造
す
と
云
ふ
刻
文
あ
り
、

入
口
は
北
西
微
西
に
向
ひ
元
内
部
よ
り
骨
片
を
出
し
た
と
云
ふ
」

（
鳥
居
一
九
二
六
、
二
三
四
頁
）
と
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
に
つ
い

て
触
れ
て
お
り
、
古
墳
で
は
な
い
が
石
室
の
よ
う
な
構
造
の
遺
構

が
あ
り
、
元
禄
年
間
に
築
造
し
た
と
す
る
刻
文
が
あ
る
こ
と
や
内

部
か
ら
骨
片
が
出
土
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、『
朝
日
村
史
』（
朝
日
村
史
編
纂
会
一
九
六
八
）

に
は
「
天
龍
界
（
天
龍
海
）
の
伝
説
三
つ
」
と
し
て
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

平
出
の
北
の
町
は
ず
れ
に
天
竜
界
と
い
っ
て
、
欅
の
大
木
が

あ
り
、
そ
の
根
本
に
洞
穴
が
あ
り
、
そ
の
中
に
地
蔵
尊
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
昔
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
一
人
の
老
人
が
杖

を
た
よ
り
に
歩
い
て
き
た
が
、
こ
の
欅
の
根
本
に
杖
を
投
げ

出
し
て
、
来
し
方
行
末
を
考
え
た
揚
句
、
終
に
そ
の
洞
穴
に

入
っ
て
寂
滅
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
た
め
断
食
し
て
鉦
を

叩
き
な
が
ら
読
経
三
味
に
ふ
け
っ
た
。
は
じ
め
の
程
は
道
を

通
る
人
も
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
が
、
後
に
は
馬
鹿
か
気
違

史
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第 1図 遺跡の位置
（「辰野町遺跡分布図⑤」（辰野町誌刊行委員会 1990）に加筆）

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

一
七
五
（
一
七
五
）



い
位
に
思
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
鉦
の
音
も
次
第
次
第
に

幽
か
に
な
っ
て
、
そ
の
う
ち
に
音
も
聞
え
な
く
な
っ
た
の
で

村
人
が
行
っ
て
見
る
と
死
ん
で
い
た
。
そ
の
後
村
人
が
集
っ

て
供
養
の
た
め
地
蔵
尊
を
ま
つ
っ
た
。
今
も
村
人
の
尊
祟
が

厚
く
、
毎
年
六
月
二
十
五
日
に
は
祭
を
し
て
参
拝
者
が
多
い
。

昔
上
辰
野
の
人
が
癩
病
に
か
か
っ
て
如
何
な
る
治
療
を
し
て

も
な
お
ら
な
い
の
で
、
四
国
・
西
国
巡
り
を
し
た
が
な
お
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
つ
い
に
こ
の
洞
穴
に
入
っ
て
鉦
を
叩
い

て
死
ん
だ
と
い
う
。
病
気
平
癒
の
祈
願
を
叶
え
て
く
れ
る
の

は
、
そ
の
人
が
生
前
病
気
で
悩
ま
さ
れ
た
か
ら
、
死
後
は
如

何
な
る
病
気
も
な
お
し
て
や
る
と
い
う
遺
言
で
あ
っ
た
か
ら

だ
と
い
う
。

平
出
の
天
竜
海
様
の
所
へ
女
の
乞
食
が
た
ど
り
つ
い
た
。
乞

食
は
産
み
月
で
今
に
も
子
供
を
生
み
そ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
晩
木
の
下
で
寝
て
い
る
と
、
上
の
方
か
ら
山
の
神
が
馬

に
乗
っ
て
下
り
て
き
て
、「
下
の
村
に
お
産
が
あ
る
で
行
か

ね
え
か
」
と
い
っ
た
。
天
竜
海
様
は
「
今
夜
は
お
客
が
お
産

す
る
で
行
か
れ
ね
」
と
言
っ
た
。

こ
れ
ら
の
伝
説
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
『
長
野
県
上

伊
那
誌
第
五
巻

民
俗
篇
』（
上
伊
那
誌
編
纂
会
一
九
八
〇
）
の

「
第
十
章
第
二
節

伝
説
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記

述
か
ら
、
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
が
ど
こ
の
者
か
も
わ
か
ら
な
い
老

人
が
入
定
し
た
地
で
あ
り
村
人
が
集
っ
て
供
養
の
た
め
地
蔵
尊
を

祀
っ
た
、
あ
る
い
は
ハ
ン
セ
ン
病
（
癩
病
）
に
罹
っ
た
村
人
が
入

定
し
た
地
で
あ
る
、
さ
ら
に
は
産
み
月
の
女
の
乞
食
が
た
ど
り
つ

い
た
と
い
っ
た
伝
承
が
現
地
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
毎
年
六
月
二
十
五
日
に
祭
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
参
拝
者

が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
2
）
、
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
は
長
い
間

地
元
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
。

（
二
）『
兎
園
小
説
』
の
記
述

こ
れ
ら
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
を
め
ぐ
る
地
元
の
資
料
に
対
し
て
、

滝
澤
馬
琴
（
一
七
六
七
〜
一
八
四
八
）
が
文
政
八
年
（
一
八
二

五
）
に
編
集
し
た
随
筆
集
『
兎
園
小
説
』
に
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
馬
琴
が
諏
訪
出

身
の
下
僕
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。土

定
の
行
者
不
�死

土
中
出
現
の
觀
音

信
濃
國
伊
奈
郡
平
井
手
と
い
ふ
村
に
、
い
と
大
き
な
る
槻

あ
り
け
り
。（
平
井
手
村
は
下
の
諏
訪
を
距
る
こ
と
三
里
許

に
あ
り
。
内
藤
家
の
封
内
な
り
）。
文
化
十
四
年
丁
丑
の
秋
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の
こ
ろ
、
さ
せ
る
風
雨
も
な
か
り
し
日
に
、
此
木
お
の
づ
か

ら
倒
れ
け
り
。
か
く
て
其
う
ご
も
ち
發
け
し
坎
の
中
に
、
ひ

と
つ
の
石
櫃
あ
ら
は
れ
た
り
。
里
人
等
い
ぶ
か
り
て
、
み
な

立
よ
り
て
見
る
程
に
、
こ
の
石
櫃
の
う
ち
よ
り
し
て
、
鈴
鐸

の
音
、
讀
經
の
聲
の
漏
れ
て
か
す
か
に
聞
え
し
か
ば
、
人
々

驚
き
あ
や
し
み
て
、
彼
に
告
げ
、
こ
れ
に
知
ら
せ
、
つ
ど
い

て
評
議
し
た
り
け
る
。
そ
の
時
里
の
翁
い
は
く
、
む
か
し
天

龍
海
喜
法
印
と
い
ふ
山
伏
あ
り
。
當
時
こ
の
人
の
所
願
に
よ

り
て
、
生
き
な
が
ら
土
定
し
た
り
と
傳
へ
聞
き
た
る
事
も
ぞ

あ
る
。
思
ふ
に
彼
法
印
は
、
今
な
ほ
土
中
に
死
な
ず
や
あ
る

ら
ん
。
是
な
る
べ
し
と
云
し
か
ば
、
里
人
等
う
べ
な
ひ
て
、

櫃
の
上
に
殘
り
た
る
土
を
掻
拂
ひ
つ
ゝ
、
よ
く
見
る
に
、
果

し
て
歳
月
名
字
な
ど
彫
り
つ
け
て
あ
る
に
よ
り
、
感
嘆
敬
信

せ
ざ
る
も
の
な
く
、
俄
に
注
連
を
引
き
遶
ら
し
、
芦
垣
を
さ

へ
結
び
な
ど
し
て
、
み
だ
り
に
人
を
近
か
づ
け
ず
。
か
ゝ
り

し
程
に
、
近
郷
の
老
若
男
女
傳
へ
聞
き
て
、
参
詣
群
集
し
た

り
し
か
ば
、
更
に
又
假
屋
や
う
の
も
の
を
修
理
ひ
て
、
線
香

洗
米
な
ど
を
備
へ
、
な
を
日
に
増
し
て
繁
昌
し
け
り
。
し
か

れ
ど
も
石
櫃
を
そ
が
ま
ゝ
に
し
て
、
戸
を
開
か
ず
、
鈴
鐸
の

音
、
讀
經
の
聲
は
、
月
を
經
れ
ど
も
絶
る
こ
と
な
し
。
そ
の

石
櫃
の
上
の
方
に
、
息
ぬ
き
の
穴
三
つ
四
つ
あ
り
、
そ
の
入

り
口
は
二
重
戸
に
て
、
第
一
の
戸
は
開
け
ど
も
、
第
二
の
戸

は
内
よ
り
鎖
し
た
る
が
、
初
め
開
か
ん
と
し
た
れ
ど
も
、
得

披
か
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
そ
の
後
は
里
人
等
も
恐
れ
て
、
い
よ

�
�
開
く
こ
と
な
し
。
こ
の
年
の
冬
ご
ろ
ま
で
も
、
参
詣
日

毎
に
た
え
ず
と
ぞ
。
抑
こ
の
一
条
は
、
同
年
霜
月
よ
り
予
が

家
に
来
て
仕
へ
た
る
、
初
太
郎
と
い
ふ
僕
の
云
々
と
か
た
り

し
な
り
。
…
…

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
秋
の
頃
、
突
然
欅
の
大
木
が
倒

れ
、
そ
の
下
か
ら
石
室
（
石
櫃
）
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
石
室

（
石
櫃
）
か
ら
は
鈴
鐸
の
音
、
読
経
の
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
の

で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
が
村
の
古
老
が
「
む
か
し
天
龍
海
喜
法
印
と

い
う
山
伏
が
あ
り
、
所
願
に
よ
っ
て
生
き
な
が
ら
土
定
し
た
と
伝

え
聞
い
て
お
り
、
そ
の
法
印
が
今
な
お
土
中
に
死
な
ず
に
い
る
の

だ
ろ
う
」
と
話
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
村
人
ら
が
櫃
の
土
を
掻
払

っ
て
み
る
と
、
入
定
の
歳
月
や
名
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
感
嘆
し

た
村
人
ら
は
、
ま
わ
り
に
注
連
縄
を
引
き
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
年
の

冬
頃
ま
で
参
詣
す
る
人
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
話
は
馬
琴
が
取
り
上
げ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
奇
々
怪
々

な
話
で
あ
る
。
そ
れ
は
暴
風
雨
で
も
な
い
の
に
欅
の
大
木
が
倒
れ

そ
の
根
元
か
ら
石
室
（
石
櫃
）
が
出
現
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

中
か
ら
鈴
鐸
の
音
や
読
経
の
声
が
し
て
お
り
、
こ
れ
が
百
二
十
年

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

一
七
七
（
一
七
七
）



ほ
ど
前
に
入
定
し
た
天
龍
海
喜
法
印
が
生
き
て
い
る
と
さ
れ
た
こ

と
な
ど
不
可
解
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
は
あ
り
え

な
い
話
で
は
あ
る
が
、
結
果
的
に
こ
の
噂
が
多
く
の
参
拝
者
を
集

め
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
注
連
縄
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
芦
垣
を

作
っ
て
人
を
近
か
づ
け
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
石
室
の
入
口
が
二

重
扉
で
内
側
の
扉
に
鎖
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
状
況
は
遺
跡
自

体
が
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。

三

天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
の
現
況

遺
跡
が
存
在
す
る
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
は
伊
那
谷
の
最
北

部
に
位
置
し
、
中
央
に
天
竜
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

現
地
は
町
の
東
部
平
出
地
区
に
あ
り
、
南
北
に
流
れ
る
天
竜
川
の

東
側
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
緩
斜
面
上
に
あ
る
。
下
諏
訪
に
通
じ

る
主
要
地
方
道
で
あ
る
下
諏
訪
辰
野
線
（
伊
那
街
道
）
か
ら
直
線

距
離
で
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
が
、
近
世
に
お
い
て
こ

の
道
は
諏
訪
へ
通
じ
る
主
要
道
路
で
あ
る
岡
谷
道
に
あ
た
り
、
す

ぐ
南
に
は
平
出
宿
が
存
在
し
て
い
た
（
辰
野
町
誌
刊
行
委
員
会
一

九
九
〇
）。
ま
た
、
遺
跡
は
南
方
に
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
妙
雲
山
高
徳
寺
の
所
有
地
と
な
っ
て
い
る
（
3
）
。

遺
跡
を
訪
れ
る
と
ま
ず
目
に
つ
く
の
が
、
大
き
な
欅
で
あ
る

（
写
真
１
）。『
辰
野
町
の
指
定
文
化
財
』（
辰
野
町
教
育
委
員
会
一

九
九
二
）
に
よ
る
と
、
天
竜
界
の
欅
は
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
樹
齢
は
不
明
で
あ
る
が
幹
囲
八
・
五
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
三
五
メ
ー
ト
ル
で
地
上
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
か
ら
十

数
本
の
太
い
枝
が
四
方
に
の
び
、
そ
の
枝
張
り
は
南
北
約
四
〇
メ

ー
ト
ル
、
東
西
約
三
六
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
町
内
で
も
屈
指
の
巨

樹
で
あ
る
（
4
）
。
石
の
階
段
を
上
が
る
と
一
対
の
石
燈
籠
（
常
夜
灯
）

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
兎
園
小
説
』
の
記
述
通
り
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
の
年
号
や
「
妙
雲
山
」、
さ
ら
に
は
上
平
出
村
や
辰

野
村
の
寄
進
者
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
欅
の
前
に
四
本

柱
に
支
え
ら
れ
た
参
拝
用
の
拝
殿
（
平
成
十
九
年
に
八
二
会
に
よ

っ
て
改
築
）
が
あ
り
、
中
に
は
「
天
竜
界
」
の
額
が
設
置
し
て
あ

る
。
そ
の
奥
の
欅
の
根
元
の
空
洞
部
分
に
石
室
が
あ
る
が
そ
の
前

に
は
二
本
の
円
柱
に
支
え
ら
れ
た
石
製
の
唐
破
風
屋
根
（
幹
が
成

長
し
て
屋
根
の
端
に
食
い
込
ん
で
い
る
）
が
あ
り
、
そ
の
前
に
は

手
水
鉢
、
賽
銭
箱
、
蝋
燭
立
て
が
置
か
れ
て
い
る
。
屋
根
の
下
に

は
地
蔵
二
体
が
安
置
さ
れ
て
お
り
（
写
真
２
）、
そ
の
背
後
に
は

石
製
の
門
扉
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
崩
落
し
た
天
井
石
と
思
わ
れ

る
複
数
の
加
工
石
材
が
見
え
る
（
写
真
３
）。
ま
た
、
向
か
っ
て

左
側
の
門
扉
の
表
面
に
は
梵
字
（

）
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
は
現
在
で
も
地
元
の
住
民

に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
街
道
に
沿
っ
て
民
家
が
増
え
て
は
い
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写真 1 遺跡の遠景

写真 2 天龍海喜法印遺跡

土
中
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跡
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写真 3 石室入口部分

写真 4 石室の門扉
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る
も
の
の
、
現
地
は
参
拝
者
で
溢
れ
た
と
い
う
今
か
ら
約
二
百
前

の
状
況
と
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

四

天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
と
村
お
こ
し

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
兎
園
小
説
』
に
お
け
る
馬
琴
の
記
述

を
詳
細
に
検
討
す
る
と
奇
妙
な
点
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
豪

雨
や
強
風
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
欅
が
自
ら
倒
れ
た
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
世
の
文
献
を
み
る
と
、
通

常
は
古
墳
の
石
室
な
ど
が
偶
然
発
見
さ
れ
る
契
機
と
し
て
強
風
や

豪
雨
に
よ
っ
て
大
木
が
倒
れ
幹
付
近
に
大
穴
が
開
き
石
室
や
石
棺

が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
記
述
が
一
般
的
で
あ
る
（
桜
井
二
〇
一

一
）。
例
え
ば
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
『
駿
國
雑
志

巻
二
十
九
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

劍

安
倍
郡
志
豆
機
山
淺
間
社
山
の
宮
の
社
前
、
古
墳
石
門

の
内
に
あ
り
。
社
傳
云
、
明
和
年
中
山
宮
の
上
に
風
雨
の
を

り
、
大
木
倒
れ
た
る
事
あ
り
し
に
、
其
根
の
あ
た
り
に
、
大

な
る
穴
明
た
る
が
、
内
の
圍
二
間
四
方
計
り
の
間
、
石
に
て

疊
み
、
中
央
に
石
櫃
あ
り
。
竪
八
尺
餘
、
幅
三
尺
許
り
、
蓋

は
屋
根
の
如
く
に
造
り
、
蓋
の
四
所
の
端
に
、
五
六
寸
程
宛
、

角
の
如
く
出
た
る
所
あ
り
。
蓋
の
重
さ
百
人
に
し
て
持
べ
し
。

中
央
に
四
寸
四
方
計
り
の
穴
あ
り
。
此
穴
よ
り
竿
を
内
て
中

を
伺
に
、
金
に
て
張
た
る
が
如
く
音
あ
り
。
又
其
南
の
方
に

石
門
一
所
あ
り
。
此
邊
よ
り
刀
劍
の
朽
身
、
鞘
或
は
縁
頭
、

角
鏡
等
出
た
り
。
此
所
誰
人
の
墳
な
る
か
、
何
の
時
よ
り
爰

に
在
を
知
者
な
し
云
々
。
…
…

同
様
に
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
『
尾
張
名
所
図
会
』
に

も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

白
鳥
山
陵

名
所
図
会
の
法
持
寺
の
条
に
載
せ
置
た
れ
ど
故

あ
り
て
再
び
こ
こ
に
あ
ぐ
、
天
保
八
年
八
月
十
四
日
の
大
雨

暴
風
に
陵
の
樹
木
を
吹
倒
し
北
の
山
の
頂
き
の
樹
根
の
あ
り

地
く
ぼ
み
て
大
穴
あ
き
た
る
土
中
に
石
郭
を
顕
は
せ
り
其
さ

ま
長
持
の
形
に
て
横
四
五
尺
竪
二
間
餘
深
サ
五
六
尺
計
リ
あ

り
四
面
石
垣
組
に
し
て
大
き
な
る
蓋
石
五
枚
に
て
覆
へ
り
其

内
に
種
々
の
器
物
あ
り
し
を
法
持
寺
の
住
僧
取
出
し
其
の
ち

た
だ
ち
に
寺
社
官
に
言
上
せ
し
ら
ば
御
評
議
の
う
へ
公
裁
あ

り
て
も
と
の
如
く
器
物
を
石
郭
中
に
納
め
蓋
石
を
の
せ
土
を

盛
り
樹
木
を
植
て
旧
貫
に
復
さ
し
め
…
…

こ
の
よ
う
に
、
地
中
か
ら
突
然
石
室
や
石
棺
が
発
見
さ
れ
る
契

機
と
し
て
風
雨
で
大
木
が
倒
れ
る
と
い
う
説
明
が
通
常
で
あ
る
の

に
対
し
、「
風
雨
も
な
か
り
し
日
に
、
此
木
お
の
づ
か
ら
倒
れ
け

り
」
と
い
う
説
明
は
珍
し
く
、
あ
た
か
も
欅
が
倒
れ
た
の
は
天
龍

海
喜
法
院
の
意
志
で
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

一
八
一
（
一
八
一
）



現
地
を
見
る
限
り
欅
が
横
倒
し
に
な
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

次
に
、
石
室
の
中
か
ら
聞
こ
え
る
鈴
の
音
や
読
経
の
声
に
対
し
、

村
の
古
老
は
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
入
定
（
土
中
入
定
）
し
た
天
龍

海
喜
法
院
が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
語
っ
た
と
い
う
が
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
荒
唐
無
稽
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、
石
室
の
土
を
払
っ
た

と
こ
ろ
入
定
の
年
月
や
入
定
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
が
、

同
じ
よ
う
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
古
墳
の
石
室
や
石
棺
に
年
号
な
ど

を
書
き
加
え
る
と
い
う
行
為
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
、『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
の
「
比
企
郡
増
尾
村
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

古
墳

村
の
北
に
あ
り
、
徑
り
十
間
、
高
二
三
間
の
塚
な
り
、

寛
文
年
中
坪
井
次
右
衛
門
が
當
所
の
御
代
官
た
り
し
時
、
村

民
等
こ
の
塚
を
切
崩
し
て
陸
田
と
な
さ
ん
と
せ
し
に
、
右
に

圖
せ
る
如
き
石
室
現
は
れ
し
ゆ
へ
、
其
事
半
に
し
て
止
た
り

し
と
云
、
石
室
の
奥
行
四
間
許
、
内
法
の
高
さ
六
尺
、
幅
五

尺
餘
、
總
て
�
石
を
以
疊
み
上
げ
、
又
同
じ
石
の
五
六
寸
角

な
る
も
の
を
柱
石
と
な
し
て
所
々
に
設
け
た
り
、
室
中
入
口

の
左
の
方
に
建
治
四
年
二
月
二
日
と
刻
す
、
相
傳
へ
て
宗
尊

親
王
の
廟
な
り
と
も
、
又
守
邦
親
王
の
廟
な
り
と
も
い
へ
ど

共
に
年
代
あ
わ
ず
、
恐
く
は
別
に
ゆ
へ
あ
る
貴
人
の
葬
穴
な

る
べ
し
、
…
…

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
に
発
見
さ
れ
た
石
室
の
入
口

に
「
建
治
四
年
二
月
二
日
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
被
葬
者
が
宗
尊

親
王
あ
る
い
は
守
邦
親
王
の
廟
と
噂
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、
編
者
は
年
代
が
合
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
兎
園
小

説
』
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

上
野
国
山
田
郡
吉
沢
村
堀
地
所
見
石
棺
図

唐
金
不
動
尊

…
…
赤
が
ね
の
輪
一
…
…
脇
差
身
計
…
…
御
領
分
上
州
山
田

郡
吉
沢
村
、
学
音
寺
住
地
百
庚
申
塚
有
之
、
百
姓
菊
太
郎
心

願
有
之
、
石
坂
拵
度
由
に
て
、
当
三
月
七
日
庚
申
塚
へ
参
り
、

石
集
候
処
、
庚
申
塚
東
の
方
少
々
の
崕
有
之
、
場
所
石
数
多

く
相
見
候
間
、
掘
出
候
処
、
四
尺
計
掘
候
へ
ば
、
左
右
大
石

に
て
積
立
候
石
棺
体
之
物
出
、
其
中
よ
り
右
之
品
々
出
申
候
。

こ
れ
村
役
人
よ
り
領
主
へ
の
届
出
な
り
。
五
月
末
の
事
な
り

と
ぞ
。
行
智
曰
、
倚
依
は
歸
依
な
り
。
…
…
輪
池
曰
、
天
平

三
は
辛
未
な
り
。
天
平
寶
字
三
は
己
亥
な
り
。
予
そ
の
搨
本

を
見
し
に
、
筆
力
書
式
と
も
に
そ
の
時
代
の
も
の
と
は
見
え

ず
。
疑
ふ
べ
き
な
り
。
行
智
曰
、
天
正
三
乙
亥
な
れ
ば
、
天

平
は
天
正
の
誤
写
、
己
亥
は
乙
亥
の
誤
字
な
る
べ
し
。
輪
池

曰
、
搨
本
に
つ
き
て
見
る
に
誤
字
に
は
あ
ら
ず
。
…
…

上
野
国
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
石
棺
の
蓋
に
「
天
平
三
己
亥
三

月
」
と
刻
ん
で
あ
っ
た
が
、
年
号
と
干
支
が
合
っ
て
い
な
い
た
め

史
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論
争
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
輪
池
は
天
平
三
年
（「
辛

未
」）
は
天
平
寶
字
三
年
（「
己
亥
」）
の
こ
と
で
あ
り
、
誤
字
で

は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
行
智
は
「
天
平
」
が
「
天

正
」、「
己
亥
」
が
「
乙
亥
」
の
誤
字
で
あ
る
主
張
し
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
ろ
古
墳
の
石
棺
に
年
号
が
刻
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

年
号
は
後
世
に
捏
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
兎
園
小
説
』
の
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
の
記
述
に
は

こ
れ
以
外
に
も
不
可
解
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
発
見
後
に
注
連
縄

を
張
り
芦
垣
を
作
っ
て
人
を
近
か
づ
け
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
、

そ
し
て
石
室
は
入
口
が
二
重
扉
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
の
扉
は
開

け
る
こ
と
が
出
来
て
も
第
二
の
扉
は
内
側
か
ら
鎖
が
か
か
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
室
の
内
部
が
窺
い
知
れ
な
い
状

況
は
、
参
拝
者
に
内
部
を
覗
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
た
め
で

あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
な
る
と
石
室
内
に
誰
が
い
た

の
か
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仮
に
天
龍
海
喜
法
印
の
ミ
イ
ラ

や
遺
体
が
発
見
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
衣
を
着
せ
即
身
仏
と
し
て
祀

ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
話
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
（
5
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
百
五
十
年
前
に
入
定
し
た
天
龍
海
喜
法
印
が

発
見
さ
れ
、
鈴
鐸
の
音
や
読
経
の
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
法
印

が
生
存
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
さ
れ
た
結
果
、「
…
…
近
郷
の

老
若
男
女
傳
へ
聞
き
て
、
参
詣
群
集
し
た
り
か
ば
、
更
に
又
假
屋

や
う
の
も
の
を
修
理
ひ
て
、
線
香
洗
米
な
ど
を
備
へ
、
な
を
日
に

増
し
て
繁
昌
し
け
り
…
…
」
と
『
兎
園
小
説
』
に
あ
る
よ
う
に
近

隣
の
人
々
が
こ
の
噂
を
聞
き
つ
け
多
く
の
民
衆
が
参
詣
す
る
よ
う

に
な
り
、
参
詣
客
で
賑
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
出
来
事
は
元
禄

時
代
に
こ
の
地
で
土
中
入
定
し
た
と
さ
れ
る
天
龍
海
喜
法
印
を
登

場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
一
種
の
「
村
お
こ
し
」
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

筆
者
が
『
兎
園
小
説
』
に
あ
る
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
の
記
述
に

興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
末
期
の
横
浜
鶴
見

を
舞
台
と
し
た
「
お
穴
様
」
騒
動
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
た
こ

と
が
契
機
で
あ
っ
た
（
桜
井
二
〇
〇
九
）。
こ
こ
で
の
「
お
穴

様
」
騒
動
と
は
、
明
治
時
代
末
期
に
現
在
の
横
浜
市
鶴
見
区
の
丘

陵
部
の
土
取
り
に
よ
っ
て
偶
然
発
見
さ
れ
た
古
墳
時
代
後
期
の
横

穴
墓
が
「
お
穴
様
」
と
い
う
流
行
神
に
仕
立
て
ら
れ
信
仰
の
対
象

と
な
り
、
地
元
の
人
々
が
村
お
こ
し
の
素
材
と
し
て
利
用
し
た
と

い
う
話
で
あ
る
。「
お
穴
様
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
学
問

的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
考
古
学
者
、
発
掘
調
査
の
経
過
を
取
材

す
る
だ
け
で
な
く
「
お
穴
様
」
を
非
科
学
的
な
信
仰
で
あ
る
と
批

土
中
入
定
遺
跡
と
村
お
こ
し

一
八
三
（
一
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三
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判
し
た
新
聞
記
者
、
怪
し
い
商
売
を
厳
し
く
取
り
締
ま
ろ
う
と
す

る
警
察
の
姿
が
あ
る
一
方
で
、「
お
穴
様
」
で
一
儲
け
し
よ
う
と

す
る
地
主
や
鉄
道
会
社
、
そ
し
て
「
お
穴
様
」
を
流
行
神
と
し
て

信
仰
す
る
民
衆
の
姿
が
当
時
の
新
聞
記
事
に
生
き
生
き
と
描
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
騒
動
に
よ
っ
て
、
近
代
考
古
学
が
わ
が
国

で
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
明
治
時
代
末
期
に
お
い
て
、
民
衆
に
と
っ

て
遺
跡
は
い
ま
だ
神
秘
的
な
存
在
で
あ
り
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
は
、

十
九
世
紀
前
半
の
信
州
に
お
い
て
、
当
時
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た

土
中
入
定
遺
跡
が
「
村
お
こ
し
」
の
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
事
例
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら

約
二
百
年
前
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
伝
説
も
様
々
で
一
定
せ
ず
、
八
年
後
に
編
集
さ
れ
た
『
兎

園
小
説
』
の
記
述
以
外
に
詳
細
な
情
報
は
得
ら
れ
て
い
な
い
（
6
）
。
し

か
し
な
が
ら
、
当
時
は
東
日
本
の
各
地
で
入
定
者
が
信
仰
の
対
象

と
な
り
、
そ
の
霊
験
や
御
利
益
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
参
拝
し

た
時
代
で
あ
り
、
土
中
か
ら
の
入
定
者
の
出
現
は
大
い
に
話
題
に

な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
信
州
が
土
中
入
定
伝

説
が
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
や
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
が
伊
那
街
道

（
岡
谷
道
）
の
す
ぐ
脇
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
が
参

拝
者
を
増
加
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
事
例
は
寛
政
年
間
以
降
、
各
地
の
地
誌
や
名
所
図
会
な
ど
で

紹
介
さ
れ
た
名
所
・
旧
跡
と
は
異
な
り
、
地
中
か
ら
突
然
出
現
し

た
土
中
入
定
遺
跡
が
民
衆
の
信
仰
心
を
喚
起
し
、「
村
お
こ
し
」

に
利
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在

閑
静
な
住
宅
地
と
な
り
、
も
は
や
過
去
の
出
来
事
と
な
っ
て
い
る

「
お
穴
様
」
と
は
異
な
り
、
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
は
現
在
で
も
当

時
の
ま
ま
丁
寧
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
信
仰
は
一
過
性
の
も
の

で
は
な
く
天
龍
海
喜
法
印
遺
跡
は
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
現
在
ま

で
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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